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アイヌの古代風俗の研究に就て

河野常 士ロ

ON THE METHOD OF RESEARCHES ON  THE ANCIENT 

CUSTOMS OF THE AINO. 

TsuNEKICHI KδNO, 

何れの人種に劃しでも其過去の風俗を調査せんとするに常 b℃は、第一其

現代の風俗を親察し、第二現代人の語る所を間取る乙と固よ b必要な bと品dtも、

之に操ちて軽φ古代を推測論断せA.とするは極めて危険なる乙とな b。何とな

れば風俗は長き聞には著しく獲イとするものにして其鑓化は到底現代人の能〈知

悉し得る所にあらぎればな b。試に現に中等教育を受けつ Lある我が子弟に向

って我が父の時代の風俗を問はば如何、明瞭に答へ得る者幾人かある、其間相

距る僅に数十年に過ぎずと雄も士族の侃刀は金〈麿せられ、頭髪の貌は婦女の

一部分を除くの外は牽も奮態を留めず、明子は新に西洋のものを模倣し．衣服

にも特の慶するあb洋服の加はるあれ履物にも雲駄摩れ洋靴行はれし等鑓化

少なからずo其他冠婚葬祭よ b年中行事に至るまで皆多少の麓fとを見ぎるなし、

子弟の之を知悉せぎるは常然と謂ムベし。況んや五百年の昔をや、況んや千年

以前の昔をや。幸氏専門皐者等の攻究によ bτ或る程度までは之を知るを得る

と睡も古代の風俗の如3街明瞭ならぎるもの甚だ多LO 皐者にあらぎる普通人

It至bては殆んc金〈之を知らずといふも可な b。文明の域にある我等が我等
の組先に華社してすら斯くの如LO 然るに今他の未開へ種に向って其古代の風俗

を知らんとす、其困雑推して知るべ主 Iとあらずや。予は今北海道にあるを以℃

設にアイヌの古代風俗の研究に就きて柳か漣る所あらんとすO

今日アイヌの風俗を研究する人に二種あれ（甲）は皐術的に研究せんとす

る人、（乙）は一時の物好きに之を潟す人にし℃何れもアイヌの間有風俗を知る
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に苦心せ bo然かもアイヌの風俗の麓化したる乙とは大和人種の風俗の麓fとし

たるに比すぺしO 而してアイヌには丈宇なく記録なBを以て其過去を知る乙と

極めて困難なるのみ在らず、遺跡遺物の調査も未1i.十分在らぎれば新に之を潟

之と容易ならず、是l乙於て多くの研究者は現代の風俗を硯察し現代アイヌの語

る所を聞3、之に手に入b易主数種の書籍を選考して研究し、其得る所を以τ

アイヌの固有風俗の如く考へ、終には之を以て古代の風俗をも論断せんとする

の傾を生ぜb。一時物好3に調査する人は之を措き、皐術的に研究する人にし

てfM往令此弊を兎れぎるものあ b。彼の無稽なるコロポヅクノv設の一時勢力を

得て世を風廃したる如主も金〈之が~め~ b 。

アイヌの固有風俗といよ、言葉は屡令聞く所者れども、此語の意義は甚だ漠

然たるものな b。多くの人は近年他人種の戚fとによ bて麓fとしたる風俗の外は

之を固有の風俗と云以て、組先よ b惇来して倫らぎる風俗な bと考よるもの L

如くなれども、アイヌは其前に於ても他人種の戚化によ b若しくは其他種ベシの

事情によ bて風俗を襲化したるととあるや疑在L0 されば固有の風俗と信じた

るもの L内にも固有の風俗にあらざるもの亦必ず少左からざるべし（） 予は普通

にいよ、固有風俗なる語の甚だ好ましからぎるを信ずるものな b。今左に二三の

例を皐げて古代風俗の研究の容易在らざるー瑳を詮せんとすO

（第一例） アイヌの髪容 アイヌは現時散髪なるのみならず其語る所に擦

れば昔時も結髪したる乙となLO 本年四月の人類皐雑誌にアイヌ通なる吉田巌

君が「男女とも大昔から被髪て頭上に結ぶ事は無かった」と書かれしも尤な b0 

予は先年此事につ主て調査したる事あ bしに 秦穏九（即ち村上島之丞〉の蝦

夷島奇観に寛政十年今の渡島闘上磯郡嘗別村よ b掘出し7とる土偶の園を掲げ之

に解説を加へたれ其解説中氏日〈、

蝦夷子なげれば紳に祈 bて子を生ずれば．生長の後髪を切らず、三組にし

て護れ置肉、名てカモイヲドヒといふ、ムカヲ夷ホインカノv，クンヌイ夷ぺ

、vケ v紳髪在 b、此外所今にあ b。按るに是太古の容と思はる、上古断裁
の器在きときは凱垂となるを厭ひ三ツ組にせしなるべL0 
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由是観之、百年前までは紳R祈 bて生れし者は生長の後髪を結びし管慣あbし

乙と明かな b0苫ればアイヌに古来全く結髪の例なしと謂ふとと能はぎるべし．

尚其以前に湖らば如何O 臼本書紀最行天皇の僚には男女推結丈身、錦ν人勇惇、

是総臼＝自民夷ーとあれ推結の二字は「かみをあげ」とも「かみをかうぶb」と

も譲ませて剣然ぜまれfも、「かみをあげ」といふと 3は結髪左 bO 兎に角古代

の髪容は軽ゃ断言する之と能はぎるぺし。

本年六月の人類皐雑誌に．盛田弓吉君は、上川よ b出たるー土偶が結髪せ

る事を記遣れて予は面白く拝見せb。其土偶の製作者がアイヌ在 bや他の人種

なbやは向研究の上にあらぎれば知る之と能はずと臨も、其研究上にホアイヌ

が古昔結髪したる例あ bしや否やと云ム乙とがーの必要資料た b。しかも主髪

容は遺’械ながら未究明瞭ならぎるな b0 

（第二例） アイヌの入墨 アイヌの入墨は現今婦女の口迭と手とに限ると

臨も過去も然るべしと思ムべからずO 昔時は稀に般にも入墨したるものある乙

とは天明八年古河辰の東遊雑記によ bて知るべしofAJ男子も入墨したる例あk

文化五年著述の渡島筆記には、「気をたのむもの自ら其額に黙す」と記せ bO 又

明治二十二三年頃北海道曝属永田方正氏の調査によれば、厚岸アイヌ太田紋助

日〈

男が手に入墨するは弓を射℃擦に中る震な仁幣を建て紳に析b右手に

"-+-1（弓矢〉を入墨すO

石狩ア4ヌ零似又一郎日〈

男子は右手にのみ入墨す、是弓矢に巧ならんが錦な b。

小樽土人は磨傍収入墨せしもの多くあ bし、是は能弊を欲する錦に入墨

せしと開く。

右等の例を見れば昔時は種令の入墨をなせしととあるを知るべし。街ー唐古代

に湖らば如何．日本書紀民文身とあるを見れば男子も一般に文身せしゃも知る

べからず。

（第三例）入墨に使用せし刃物入墨の事を言以たれば、序てに入墨に使
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用せし刃物に就いて言はんに、其刃物は現今小刀若し〈は剃刀を用ふと睡も、彼

等がj留かる金属製の利器を得る能はぎ bし古代は如何、今日のアイヌ（北千島

アイヌを除く〉は皆其組先が石器を使用せL乙と在しを断言しっ、あb0 ヨれ

ど蝦夷島奇観には

ネモロ信長シヨンコ云．古此島に万子在3頃は石を砕き其利5片φを刃

物となして用仏しとなんo一種アジ鍔といふ黒王．石あれ利主事刃の如

し、鉱石にもあ b。今も深山に住む夷は石万を用以て切断の器とせb0 

とあれ其他諸方面よ hの研究によれば往古は石製の刃物を使用せしとと殆ん

c疑在きもの、如し。而して近年ジョンバチエラー氏が十勝に於て入墨を指し
てアンチピリ（黒曜石の庇の義〉と云日し古語の残 b居るを接見せられたるに

よb、昔時黒曜石の破片を以て傷つけて入墨したるとと最も明瞭君るに至れh。

（第四例〉 アイヌの衣服 アイヌの衣服の内其人種の自ら製作せしものに

して今日着用するはアツジな bと臨も、昔時は多く獣皮を用μた上日本書来日

に衣レ毛と云ムは即ち是tJ:9 o其他昔時の衣服の中にl主義麻（蝦夷語アイ及び

毛ーセの二種あ 9）の繊維にて織bたるイタラツペあ bo鳥皮tとて作 b12るラ

プリあ bo魚皮』ζτ作bたるアクミあ b、草にて作bたるケラあ b、此等は一

部のアイヌが製作して使用したるに過主ぎるべしと雄も兎広角彼等の衣服121J 

しものな bO 然かも今日之を知る人甚だ多からず。而してアツジを接明して使

用せし年代は杢〈不明に麗せb0 

アイヌの古代の衣服に裳あ bしや否や、之を調査せしが不明なれ古謡を

見ればホシとて脚宇の如giものを着けたる乙とあるは明かなるも、裳を月J:Aし

詮跡は予未7さ之を見ずO 或る蝦夷風俗園（書名を記せす〉にヱ YモクノVと云よ、

軍師の容貌を描3たるに下肢に袴の如3ものを穿ち居仁園船こは「頭市’は竹

にて編み葡萄皮を毛となし鎧は竹にて細縄を以τつなぐ・と云ふ、其.l:IC，昔たる

はホクユククはき喜と申して熊の皮な b」なぎ記しあ bプz9o蝦夷の風俗を

知 bし人の書さしもの」如く思はる、と雄も．車に之lと嬢bτ符の如3ものを

着用せbとまでは信ずる能はずO 向ほ研究を要すべきものな h0 
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以上は数例を畢けしに過ぎずと離も、亦以てアイヌの古代風俗の調査の困

難なる一理を察するに足らん。若し轄や調査して論断せん鰍、必ず錯誤を生ず

ベし。依て更に調査上注意すべき件-vを記して奉考に供せん。

〈ー〉 今日普通のアイヌに就3て過去の風俗を調査せば必ず課bを生ず

る恐あb。正直にして物識b12る老アイヌに就いて臆長に聞取るべし。

（二〉 アイヌも地方によ bて多少風俗を異にし、口碑も亦同じからぎる

ものあれば、成るぺ〈虞〈各地を調査するを要す。

（三〉 アイヌ語を皐まは調査上甚だ便利なるべし。予が如きはアイヌ語

の素養在きを以て常に不便を戚じっ、あるものなb。

（四〉 アイヌには丈宇在〈、其記録は皆他人種殊に大和人種の手に成 b

しものにて、其内には今日アイヌの知らぎる有盆の記事少なからざれば、

普〈之を調査する之と肝要攻 bo有bふれたる数種の書籍を譲みしのみに

τ安心する之と勿れ。

（五〉 遺跡遺物を成るべく虞〈調査すぺLO 遺物を掘る場合の如き、自

ら鍬を取らば遺物を比較的完全に獲ると共に、其存在の朕態を知るを得τ

大に稗盆する所あらん。


